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令和５年２月１３日（月），栗原合同庁舎にて「令和４年度宮城県中山間地域等地域資源保全活動研修

会」が開催されました。中山間直接支払交付金事業は，平成１２年度からスタートした制度で，現在５期

（令和２年～令和６年）事業に取り組んでいます。 

 今回も前年度同様に新型コロナウイルス感染予防のため web 配信にて開催されました。 

当日は栗原管内の協定参加者５０名の方が参加しました。本研修会では，「農山漁村のくらしをどうつ

ないで行くのか？」を題材に，講師の山形県農村づくりプロデューサーの高橋氏から，現在の課題や事実

を明確にし地域が動き出すためのポイント，また他の地域の活動事例について講演いただきました。出

席した組織の方からは今後の集落をつないでいくために，課題克服や他の事例等が参考になったという

意見が多くありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年２月１７日（金）に瀬峰労働基準署，建設業労働災害防止協会，栗原市，宮城県による合同安

全パトロールが実施され，当事務所関係では大目地区の区画整理工事が対象となりました。パトロール

では工事現場において安全に手順どおり作業が行われているか，危険な箇所は無いか，現場の整理整頓

ができているか確認し，安全に作業が行われ，現場の整理整頓状況も良好だったため大きな指摘はあり

ませんでしたが，よりよい現場環境になるよう受注者へ助言がありました。 

 年度末に向けて工事は最盛期となっていますが，安全第一で工事を進め，事故が発生しないよう努め

てまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年９月７日発行 第１４号  20２３年３月１０日発行 第１５号 

 

研修会の様子 

●中山間地域等資源保全活動研修会が開催されました！ 

 

●工事現場合同安全パトロールを実施しました！ 

 

 

パトロール状況 現場状況 
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藤田地区では，昨年１１月に高収益作物導入へ

の取組として，今年度３回目のソラマメの定植が

行われました。ソラマメは秋に種をまき，育苗し

てから畑で冬越させ、春に収穫となります。直ま

きも可能ですが，豆類の中でも特にたねまき直後

の鳥害が多いことから，育苗して植え付ける方が

一般的です。 

定植時（写真下），ソラマメの苗は順調に育って

おり，６月に行われる収穫に向けて，このまま順

調に育つことを期待しています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年１０月より開始した栗駒ダムの堆積土

砂の撤去工事が令和５年１月末をもって完了いた

しました。これにより，大雨が降った際にダムに雨

水をより多く貯水することが可能となりました。 

 しかし，まだまだ栗駒ダム湖内に堆積している土

砂は沢山あるため，更に撤去を急ぎ，住民の皆様が

より安心して暮らせる栗原市にしていきたいで

す！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

苗の様子 苗の生育状況 

●藤田地区（瀬峰）でソラマメの定植が行われました！ 

 

 

 

●栗駒ダムに溜まった土砂の撤去工事が完了しました！ 

 

 

 

土砂の積込み状況 掘削前 掘削後 

１月のダム全景 

定植状況 
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令和４年１０月２日（日）に有壁地区（栗原市金成） 

で有壁創生会が主催する「ねじりほんにょコンテスト」 

が開催されました。ねじりほんにょとは、刈り取った稲 

を乾燥させるため稲束を杭にらせん状に積み上げたもの 

で栗原市のマスコットキャラクターにもなっています。 

 当日は、地元農家の方が講師となって模範実演し、参 

加者約２０人が１時間ほどかけてＪＲ東北本線沿いに， 

２０本のねじりほんにょを完成させることができました。 

完成後、出来映えが審査され、最優秀賞１名、優秀賞２ 

名、努力賞３名が選ばれ、後日ねじりほんにょ米が贈呈 

されました。 

「有壁創生会」は、令和３年６月に設立された組織で 

あり，地区内外の交流人口を増やし地域集落の維持のた 

め様々なイベントを計画しています。 

 

近年の全国的な人口減少や少子高齢化に伴い，建設 

業においても就業者の高齢化や若手技術者の減少など 

人財不足が深刻化しています。当部では，人財の中長 

期的な育成・確保のため，ＩＣＴ施工に積極的に取り 

組んでおります。ＩＣＴ施工とは，情報通信技術を活 

用した施行方法のことで，衛星からの位置情報を活用 

したドローンによる３次元測量や建設機械の自動制御 

などがあります。これらの技術を活用することで，技 

術者の負担が軽減され，熟練した技術がなくても精度 

良く施工できます。 

 今後もＩＣＴ施工の普及に努め，農業農村整備事業 

を着実に推進していきます。  
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作業状況 

●有壁地区（金成）で第２回ねじりほんにょコンテストが開催されました！ 

 

 

 

●区画整理工事におけるＩＣＴ施工について紹介します！ 

 

 

 

 

完成後 

ドローンによる３次元測量 

ICT建設機械による掘削 


